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6059-Sの 使 用 経 験

斉 藤 豊 一

虎の門病院泌尿器科

新しいOxacephem系 抗生物 質6059-Sを 泌尿器科領城の感染症13例(尿 路感染症11例,副 睾

丸炎2例)に1日 量0.5g～2.0gを 点滴静注 し,69.2%の 有効率 を得た.副 作用は1例 もみ ら

れず,腎 ・肝機能障害 のある2例 につ いて も投薬後悪化はみ られなかった。

は じ め に

6059-Sは 塩野義製薬研究所で1976年 に開発 されたOxaceph-

em系 の最初の注射用抗生物質である。化学構造 はFig.1に 示

すとおりで,従 来のCephaloeporin骨 格 の硫黄原子が酸素原子

Fig.1 Chemical stucture of 6059-S

に置換され,か つCephamycin様 構造を も有するユニークな

ものである1)。現在までの検討成績では2～4),グ ラム陽性菌 に弱

いが,グ ラム陰性菌に極めて強い抗菌力を示 し,従来 のCepha-

losporin系抗生物質 に比べ,Proteus,Enterobacter,Serratia

およびPseudomonas,BacteroIdesに まで強い抗菌力が認 め

られた。吸収,排 泄では,注 射(筋 注,静 注,点 滴静注)に よ

り,高い血中濃度が得 られ,か つ血中半減 期は ほぼCefazolin

と同等と長 く,大 部分が尿 中に排泄 され,生 体 内で代謝 されな

いことが認められた。

今回,泌 尿器科領域の感染症 に対す る6059-Sの 臨床評価を

試みる機会を得たので,そ の成績を報告 する。

症 例 と 成 績

6059-Sを 当科 に訪 れ た泌 尿器 科 領域 の 感染 症 患 者 に

投薬した。症 例 は急 性 単純 性 膀 胱 炎5例,複 雑性 尿 路

感染症6例,副 睾丸 炎2例 の合 計13症 例 で あ った。

年令は19才 ～72才 で,男6例,女7例 で あ った。

1.急 性 単純性 膀 胱 炎

急性 単純 性膀 胱炎 はTable 1に 示 して あ る。UTI薬

効評価基準(第2版)5,6)の 群 別 で はA群 と い う こ とに

なる。全部で5例 あ り,排 尿痛,頻 尿,血 膿 尿の 典 型

的症状を もって発症 した。 は じめ に尿 の 培 養,顕 鏡 を お

こなった。6059-Sを 生 理 食 塩 液100m1に 溶 解 し,約

30分 か けて点滴 静注 した。1日1回0 -59と し,3日

間の連続投 与を お こな った 。投 薬 終 了 の翌 日に 再 び尿 の

培養,顕 鏡 をお こな って,効 果 判 定 の 指標 と した。 投 薬

期閥中は他の抗生物質。化学療法剤は使用 していない。

全例 とも終 了翌 日の尿中に菌は証明されず,膿 尿も改善

されてお り,UTI薬 効評価基準に よって 全例著効であ

った。副作用は1例 もな く,投 薬前か ら肝機能障害の

あった症例(No.5)も6059-S投 薬による悪化は見 ら

れなか った。

2.複 雑性尿路感染症

複雑性 尿路感染症6例 はTable 2に 示 してあ る。

UTI薬 効 評価基準の群別ではG-2が1例,G-3が2

例,G-4が3例 とな っており,カ テーテル留置中の症

例 はな く,単 独感染例であった。

投薬方法は1日19～29を1～2回 に分けて点滴

静注 した。溶解方法は前述の例 と同 じである。投薬期間

は5日 間とした。 投薬前,投 薬終了翌 日に尿の培養,

顕鏡をおこなって効果判定の指標 とした。

尿中細菌 も陰性 とな り,膿 尿も改善 され,症 状も寛解

して,UTI薬 効評価基準にて 有効 と判定 された ものは

6例 中2例(No.7,No,9)で あ り,他 の4例 はいず

れ も投薬前の菌が証明され,症 状 も寛解せず,膿 尿の改

善も少な く,無 効と判定せざるを得なか った。

副作用は1例 もな く,投 薬前か ら腎 ・肝機能障害 の

あった症例(No.8)に おいて も投薬 後の悪化はみ られ

ず,他 の症例において も臨床検査値の異常はみられなか

った。

3.副 睾丸炎

副睾丸炎2例 はTable 3に 示 してある。

投薬方法 は点滴にて,1回0.59を,No.12は1

日2回 を5日,No.13は 初 日は1回,以 後2回 を

4日 投薬 した。

2例 とも,腫 瘍 も縮小,疼 痛の軽減,解 熱が1～3回

の投薬 でみ られ,血 液生化学所見 も急速に正常化 し,臨

床効果 としては有効であ った。経 過はそれぞれFig.2,

Fig.3に 示 した。

また,両 例 とも副作用はみ られず,臨 床検査値 の異常

も認められなか った。
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4,細 菌 学 的検 討

症例13例 中,投 与 前起 炎 菌が 同定 で きたのは副睾丸

炎1桝 を 除 い た12例 で あ り,い ず れ も単独感染であ

った。 同 定 された 菌種,数,お よび 消失 は次の とおりで

あ った。

E.coli 6例 の う ち消失4例,P.mirabilisの2例,

P.vulgarisの1例 お よ び β-Streptococcusの1例 は

全 て 消失 し,P.aeruginosaの1例 とS.faecalisの

1例 は消 失 しなか った、 ま た,菌 交代 は1例 もなか

っ た。

考 按

今回,我 々は6059-Sを 泌尿器科領域の感染症13例

に使用し,全 体の主治医判定による臨床効果は,有 効9

例,無 効4例 で有効率69.2%で あった。 疾患別にみ

ると,UTI薬 効評価基準の 判定可能な 急性単純性膀胱

炎5例 は,UTI判 定で全例著効,主 治医判定で全例有

効 と共に有効率100%で あった。 また,同 様の複雑 性

尿路感染症6例 は,UTI判 定,主 治医判定とも有効2

例,無 効4例 で有効率33.3%で あった。副睾丸炎2

例は主治医判定 で2例 とも有効であった。我々のこの

成績では,急 性 単純性膀胱炎,副 睾丸炎は全例有効と満

足のい くものであ り,第27回 日本化学療法学会西 日本

支部総会新薬 シンポジウムで熊沢4)が発表した泌尿器科

領域の6059-Sの 成績 とほぼ一致するが,複 雑性尿路感

染症では,我 々の成績は有効率33.3%と,新 薬シンポ

ジウムの複雑性 膀胱炎,複 雑性 腎盂腎炎の有効 率67.3

%,75.6%に 比べて低か った。 この原因については検

討症例数が少 なか ったたあ不明である。

副作用 に ついては,自 他覚症状,臨 床検査による血

液,肝 ・腎機能 などを観察 したが,い ずれも本剤による

と思 われ る異常 は認め られなかった。

6059-Sは,有 効性.安 全性 とも優れた抗生物質で,

泌尿器科領域 の感染症治療剤として,今 後十分使用価値

のあるものと思われる。
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Fig.2 Case No.12(62,M)Acute r-epididymitis

Fig.3 Case No.13(35,M)Acute 1-epididymitis
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CLINICAL STUDY ON 6059-S IN THE FIELD OF UROLOGY

TOYOKAZU SAITOU

Department of Urology,Toranomon Hospital

6059-S,a new oxacephem antibiotic,was administered to 13 cases in the field of  urology(urinary tract

infection 11 cases,epididymitis 2 cases)by intravenous drip infusion of daily dosage 0.5•`2.0g. Effective

rate was 69.2%.

No side effect was observed,and no abnormal laboratory finding was noted even in 2 cases who had

slight abnormalities in hepatic and renal functions prior to the treatment with 6059-S.


